
特集

　
奈
良
県
に
は
、世
界
に
誇
る
歴
史
文
化
遺
産
、豊
か
な
自
然
や
景
観
、

大
都
市
近
郊
な
ら
で
は
の
利
便
性
な
ど
多
く
の
魅
力
が
あ
り
ま
す
。一

方
で
、仕
事
と
子
育
て
の
両
立
の
し
に
く
さ
、道
路
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
整

備
の
遅
れ
と
い
っ
た
早
急
に
改
善
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
も
多
く

あ
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、徹
底
し
た
行
財
政
改
革
と
と
も
に
、「
私
立
高
校
の
授
業

料
の
実
質
無
償
化
」や「
保
育
士
の
処
遇
改
善
」、さ
ら
に
は「
な
ら
の
道

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
新
規
事
業
に
取
り

組
み
、県
民
の
皆
さ
ん
が
将
来
に
わ
た
り
幸
せ
に
暮
ら
し
て
い
け
る
、そ

ん
な
県
づ
く
り
の
種
ま
き
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
ま
い
た
種
が
花
を
咲
か
せ
、実
を
つ
け
る
に
は
長
い
年
月
が
必
要
で

す
が
、奈
良
県
の
も
つ
可
能
性
を
最
大
限
に
引
き
出
し
、県
民
の
皆
さ
ん

が
暮
ら
し
の
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
奈
良
県
に
す
る
た
め
に
取
り
組
み

を
加
速
化
さ
せ
ま
す
。

飛躍の芽吹きが
未来を創る

1
安
心
・
安
全
な
明
日
へ

2
こ
ど
も
・
若
者
が
輝
く
明
日
へ

3
豊
か
な
経
済
を
実
感
で
き
る
明
日
へ

奈
良
の
魅
力
向
上
が
加
速
！

花
咲
く
未
来
へ

令
和
７
年
度
予
算

行財政改革で限りある予算や人員を県の発展に集中

財政の健全性を維持継続事業の見直し
事業効果の高い施策への重点化を図る
ため、既存事業を見直し　

交付税措置のない県債残高と県税収入額
との比率は２.６倍と昨年度より改善

令和7年2月25日に県議会に提案した令和7年度当初予算案を基に作成しています

１４８事業　
　効果額 ▲２１億８,３００万円

❶事業の廃止
　４３事業（▲２億５,７００万円）

❷事業の見直し
　６５事業（▲１１億８,２００万円）

❸事業の完了など　
　４０事業（▲７億４,４００万円）　　

交付税措置のない県債残高と県税収入額の推移
（R5までは決算額、R6は２月補正予算案（開会日提出分）後、R7は当初予算案）

※R6およびR7の県税収入額には定額減税減収補てん特例交付金を含む。
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1,200

3,605

1,208
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3,541
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3,446

1,258

3,355
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3,378 3,456

1,272
※

1,329
※

交付税措置のない県債残高
県税収入額

交
付
税
未
措
置
額
／
県
税
収
入
額

令和７年度予算額  ５,６３７億円
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1
安
心
・
安
全
な
明
日
へ

南部中核拠点先行整備（イメージ）

建設予定地（斑鳩町）

倒壊ビル救出訓練の様子

県
民
の
命
と
財
産
を

　
　

  

守
る
た
め
の
防
災
力
強
化

西
和
医
療
セ
ン
タ
ー
の
移
転
整
備　

高
齢
者
に
や
さ
し
い
県
づ
く
り

■
大
規
模
災
害
発
生
時
の
応

急
対
策
強
化
の
た
め
、広
域

防
災
拠
点
な
ど
を
活
用
し

た
受
援
体
制
の
検
討
や
、五

條
県
有
地
に
お
け
る
南
部

中
核
拠
点
の
整
備
を
推
進

し
ま
す
。

■
日
本
一
災
害
に
強
い
奈
良
県
を
目
指
し
、「
奈
良
県
地
域

防
災
計
画
」に
基
づ
き
、自
助
・
共
助
の
推
進
や
防
災
活

動
体
制
の
整
備
・
充
実
、自
主
防
犯
・
防
災
リ
ー
ダ
ー
の

育
成
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

■
令
和
13
年
度
中
の
開
院
に
向
け
、用
地
取
得
の
た
め
の

調
査
や
設
計
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

発
達
障
害
児（
者
）の
支
援
強
化

■「
県
発
達
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
」の
相
談
員
・
地
域
支

援
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
よ
る
当
事
者
と
そ
の
家
族
に
寄
り

添
っ
た
支
援
を
行
い
ま
す
。

■「
県
総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
」の
小
児
科

医
師
の
増
員
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、専
攻
医
を
継
続

し
て
受
け
入
れ
る
な
ど
発
達
障
害
の
診
断
を
行
う
医
師

の
確
保
・
育
成
を
行
い
ま
す
。

■
消
防
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の

更
新
や
近
畿
府
県
合
同
防

災
訓
練
の
実
施
、五
條
県
有

地
へ
の
消
防
学
校
の
移
転
整

備
を
推
進
す
る
な
ど
、消
防

力
の
向
上
に
取
り
組
み
ま

す
。

■
市
町
村
に
先
進
的
な
介

護
予
防
の
事
例
紹
介
や

個
別
支
援
を
行
う
と
と

も
に
、介
護
給
付
の
適

正
化
を
支
援
し
ま
す
。

■
介
護
人
材
不
足
に
対
応

す
る
た
め
、事
業
所
が

行
う
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
や

I
Ｃ
Ｔ
機
器
の
導
入
を

支
援
す
る
と
と
も
に
、

外
国
人
材
の
活
用
も
進

め
ま
す
。

住民主体で行う「いきいき百歳体操」（大淀町）

県
立
病
院
機
構
の
経
営
改
革
の
支
援

■
県
立
病
院
機
構
の
経
営
を
安

定
化
さ
せ
る
た
め
、県
か
ら
長

期
貸
し
付
け
を
行
う
と
と
も

に
、早
期
の
黒
字
化
を
目
指
す

県
立
病
院
機
構
の
取
り
組
み

を
支
援
し
ま
す
。

地理院タイルを加工して作成

三代川

JR法隆寺駅

県道大和高田斑鳩線

新西和医療センター
建設予定地
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2
こ
ど
も
・
若
者
が
輝
く
明
日
へ

こ
ど
も・子
育
て
施
策
の
推
進

私
立
高
校
授
業
料
の
実
質
無
償
化

■
民
間
保
育
所
な
ど
に
勤
務
す
る
保
育
士
の
給
与
加
算
に

取
り
組
む
市
町
村
を
支
援
し
、保
育
士
の
処
遇
改
善
を
進

め
ま
す
。

■
年
齢
や
性
別
に
関
係
な
く
、誰
も
が
働
き
や
す
い
社
会
を

推
進
す
る
た
め
、県
内
企
業
、市
町
村
、教
育
現
場
の
ト
ッ

プ
に
向
け
た
セ
ミ
ナ
ー
を
行
う
な
ど
、ジ
ェ
ン
ダ
ー

ギ
ャ
ッ
プ
の
解
消
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

■
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
新
た
に
配
置

し
、市
町
村
や
関
係
機
関
と
連
携
し
て
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

を
早
期
に
発
見
・
把
握
し
支
援
に
つ
な
げ
ま
す
。教
育
現

場
で
の
支
援
と
し
て
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
全
公
立

小
学
校
に
配
置
し
ま
す
。

■
メ
タ
バ
ー
ス
を
活
用
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
環
境
を
構
築
し
、多

様
な
学
び
の
場
、居
場
所
の
確
保
に
よ
る
不
登
校
支
援
を

行
い
ま
す
。

■
学
校
事
故
、児
童
生
徒
の
権
利
擁
護
、学
校
な
ど
へ
の
過

剰
な
要
求
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、

法
務
専
門
家
の
派
遣
体
制
を
整
備
し
ま
す
。

■
就
労
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
の
利
用
料

助
成
を
行
う
市
町
村
を
支
援
し
ま
す
。

■
県
内
に
保
護
者
が
在
住
し
、こ
ど
も
が
県
内
の
高
等
学

校
な
ど
に
通
う
年
収
の
目
安
が
９
１
０
万
円
以
上
の
世

帯
に
つ
い
て
、「
扶
養
す
る
23
歳
未
満
の
子
が
３
人
以
上

の
世
帯
」か
ら「
扶
養
す
る
23
歳
未
満
の
子
が
２
人
以
上

の
世
帯
」に
支
援
対
象
を
拡
大
し
ま
す
。

不
妊
治
療
へ
の
支
援

■
妊
娠
を
望
む
す
べ
て
の
人
が
、積
極
的
に
治
療
に
取
り
組

め
る
よ
う
、不
妊
治
療
費
助
成
を
行
う
市
町
村
を
支
援
し

ま
す
。

■
不
妊
・
不
育
症
、妊
娠
・
出
産
な
ど
の
悩
み
な
ど
に
対
し
、

若
年
層
も
相
談
し
や
す
い
オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
窓
口
を
設
置

し
、引
き
続
き
専
門
職
に
よ
る
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

■「
県
立
高
校
ト
イ
レ

ピ
ッ
カ
ピ
カ
５
カ
年

計
画
」に
基
づ
き
、全

て
の
県
立
高
校
の
ト

イ
レ
の
洋
式
化
・
乾
式

化
を
進
め
る
と
と
も

に
、熱
中
症
対
策
と

し
て
特
別
教
室
や
体

育
館
の
空
調
設
備
の

整
備
を
前
倒
し
で
進

め
ま
す
。

　

こ
ど
も
を
ま
ん
な
か
に
お
き
、社
会
全
体
で
子

育
て
を
支
援
す
る
あ
た
た
か
い
県
民
性
を
育
む
こ

と
を
目
指
し
、「
奈
良
県
こ
ど
も
ま
ん
な
か
未
来
戦

略
」に
基
づ
き
、こ
ど
も
・
子
育
て
施
策
を
総
合
的

に
推
進
し
ま
す
。

こ
ど
も
た
ち
を
支
え
る

　
　

  
  

学
校
現
場
の
環
境
改
善

整備後イメージ

（国）高等学校等就学支援金
（県）高等学校授業料軽減補助金

630,000※2

234,000

396,000 511,200

118,800 59,400

世帯年収※3

（円）

590 910 （万円）

多子世帯
（扶養する23歳未満の
  子が2人以上の世帯）

私立高等学校等※1（全日制・定時制）の支援イメージ※4

※1 私立高等学校・高等専門学校・私立専修学校(高等課程(3年制））
（通信制高校については、県内に設置された県認可校に限る）

※2 通信制は32万1,000円
※3 世帯年収は、両親の一方が働いていて、高校生１人、中学生１人の

サラリーマン世帯の場合の目安
※４ 支援イメージは令和６年度の国制度を基にして作成
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脱
炭
素
社
会
の
実
現

産
業
政
策
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
２
０
２
５

■
２
０
５
０
年
の
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
た「
奈
良
県

脱
炭
素
戦
略
」に
基
づ
き
、エ
ネ
ル
ギ
ー
を「
つ
く
る
」、

「
た
め
る
」、「
か
し
こ
く
つ
か
う
」と
い
う
温
室
効
果
ガ
ス

排
出
削
減
の
取
り
組
み
と
、二
酸
化
炭
素
吸
収
源
と
な

る
森
林
の
適
切
な
整
備
・
保
全
を
進
め
ま
す
。

■
水
素
の
利
活
用
を
視
野
に
入
れ
、水
素
製
造
拠
点
の
整
備

や
工
業
団
地
の
脱
炭
素
化
、小
水
力
発
電
の
整
備
促
進
な

ど
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
し
ま
す
。

■
奈
良
県
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
の
市
町
村
へ
の
配
置
を
進
め
、放

置
さ
れ
た
森
林
の
間
伐
や
植
栽
な
ど
に
よ
る
再
整
備
や

県
産
材
の
利
用
促
進
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

■
人
材
確
保
難
や
人
手
不
足
に

対
し
、学
生
と
企
業
を
よ
り
深

く
強
く
つ
な
げ
る
取
り
組
み
を

は
じ
め
、定
年
後
の
キ
ャ
リ
ア

チ
ェ
ン
ジ
支
援
、移
住
促
進
施

策
の
一
層
の
強
化
、外
国
人
材

の
呼
び
込
み
・
定
着
促
進
な
ど

人
材
確
保
の
抜
本
的
強
化
に

取
り
組
み
ま
す
。

■
不
足
す
る
産
業
用
地
の
確
保
を
進
め
る
た
め
、市
街
化

調
整
区
域
に
お
け
る
企
業
立
地
の
要
件
を
緩
和
し
、手

続
き
を
合
理
化
し
ま
す
。

■
顧
客
情
報
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
、企
業
と

の
関
係
構
築
や
積
極
的
な
情
報
発
信
に
取
り
組
み
ま
す
。

■
海
外
展
開
や
事
業
承
継
へ
の
支
援
、奈
良
発
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
の
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
創
出
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

大
和
平
野
中
央
の
県
有
地
の
活
用

■
磯
城
郡
３
町
に
お
け
る
県
有
地
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
し
ま
す
。

■
物
流
用
ド
ロ
ー
ン
な
ど
次
世
代
技
術
の
活
用
を
促
進
す

る
と
と
も
に
、奈
良
県
独
自
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
企
業
認
証
制

度
の
運
用
を
開
始
し
ま
す
。　

イメージ イメージ イメージ

3
豊
か
な
経
済
を
実
感
で
き
る
明
日
へ

水電解

産業利活用

モビリティ

水素ボイラ

燃料電池

水素
ステーション

燃料電池バス・
燃料電池大型トラック

公共施設・
工業団地

余
剰
電
力
等

太陽光パネルなど
（再生可能エネルギー）

つくる ためる つかう

O O
H H

H H

水素製造・貯蔵・利活用のイメージ

●
こ
ど
も
を
中
心
に
多
様
な
交
流

が
生
ま
れ
る
ま
ち

世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
サ
ッ
カ
ー

選
手
を
育
成
す
る
バ
ル
セ
ロ
ナ
レ

ジ
デ
ン
ス
ア
カ
デ
ミ
ー
の
誘
致
や

企
業
誘
致
に
取
り
組
み
ま
す
。

川
西
町

●
次
世
代
を
担
う
学
生
×
企
業
の

ま
ち

学
生
寮
を
中
心
と
し
た
交
流
拠

点「
ヤ
ン
グ
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
レ

ジ
デ
ン
ス
」構
想
の
推
進
や
企
業

誘
致
に
取
り
組
み
ま
す
。

三
宅
町

●
交
通
安
全
・
安
心
の
ま
ち

新
し
い
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
の
整

備
を
進
め
る
と
と
も
に
、仮
称
新

第
二
庁
舎
の
整
備
に
向
け
た
検

討
を
行
い
ま
す
。

田
原
本
町

〈
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
的
な
方
針
〉

高校生の企業訪問バスツアーの様子ドローンの実証実験の様子
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■
大
阪
・
関
西
万
博
を
契

機
に
奈
良
県
へ
の
海
外

か
ら
の
宿
泊
誘
客
を
一

層
促
進
す
る
た
め
、旅

行
予
約
サ
イ
ト
を
活
用

し
て
、奈
良
県
の
観
光

資
源
や
宿
泊
施
設
の
魅

力
、万
博
会
場
か
ら
の

ア
ク
セ
ス
の
良
さ
な
ど

を
発
信
し
ま
す
。

■
奈
良
を
深
く
知
り
、満
足
度
を
高
め
る
た
め
、観
光
ガ

イ
ド
な
ど
地
域
の
観
光
人
材
の
さ
ら
な
る
育
成
や
国

の
天
然
記
念
物「
奈
良
の
シ
カ
」の
保
護
育
成
に
取
り

組
み
ま
す
。

■
令
和
８
年
放
送
開
始
予
定
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
大
河
ド
ラ
マ

『
豊
臣
兄
弟
！
』を
契
機
に
、県
内
周
遊
を
促
進
す
る

と
と
も
に
県
内
観
光
事
業
者
な
ど
の
機
運
を
醸
成
す

る
た
め
、関
連
市
町
村
を
含
め
た
奈
良
県
全
体
の
誘

客
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
ま
す
。

南
部・東
部
地
域
の
振
興

再整備後イメージメインアリーナ（イメージ）

観
光
の
振
興

中
央
卸
売
市
場
の
再
整
備

■
令
和
13
年
の
奈
良
県
で

の
大
会
開
催
後
も
県
民

の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
拠
点

と
な
る
、新
ア
リ
ー
ナ
や

県
立
橿
原
公
苑
各
施
設

の
整
備
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、ア
ス
リ
ー
ト
や

指
導
者
の
さ
ら
な
る
育

成
に
取
り
組
み
ま
す
。

■
令
和
８
年
の
登
録
に
向
け
て
、国
際
記
念
物
遺
跡
会
議（
イ

コ
モ
ス
）の
審
査
に
適
切
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、認
知
度

の
向
上
や
登
録
に
向
け
た
機
運
醸
成
に
取
り
組
み
ま
す
。

■
世
界
遺
産
登
録
後
を
見
据
え
、

受
入
環
境
の
充
実
や
説
明
力

の
強
化
な
ど
来
訪
者
の
期
待

に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、奈
良
県

立
万
葉
文
化
館
内
に
世
界
遺

産
の
総
合
的
解
説
を
行
う
エ

リ
ア
を
設
置
す
る
な
ど
の
取

り
組
み
を
進
め
ま
す
。

飛鳥宮跡・飛鳥京跡苑池

「
飛
鳥・藤
原
の
宮
都
」の

　
　  

世
界
遺
産
登
録
に
向
け
て

国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会・

  

全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
準
備

奥大和アウトドア・スポーツツーリズム
(イメージ)

■
産
官
学
連
携
に
よ
る
魅
力
あ

る
地
域
づ
く
り
を
支
援
す
る

と
と
も
に
、豊
か
な
自
然
環

境
を
活
か
し
た
ア
ウ
ト
ド
ア

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
普
及
や
ス

ポ
ー
ツ
合
宿
の
誘
致
な
ど
を

進
め
、南
部
・
東
部
地
域
へ
の

誘
客
を
推
進
し
ま
す
。

■
南
部
・
東
部
地
域
の「
集
落
」の
実
態
調
査
を
行
い
、地
域

で
安
全
に
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
て
い
く
た
め
の
施
策

の
検
討
を
進
め
ま
す
。

　

デ
ジ
タ
ル
人
材
の
育
成
や
大
学
生
と
地
元
事
業
者
を
つ

な
ぐ
就
業
支
援
を
行
う
な
ど
、持
続
可
能
な
地
域
づ
く

り
に
取
り
組
み
ま
す
。

■
食
の
安
全
・
安
心
を
確
保

す
る「
市
場
エ
リ
ア
」と
、

地
域
の
賑
わ
い
を
創
出

す
る「
賑
わ
い
エ
リ
ア
」

を
一
体
的
に
整
備
す
る

方
針
の
も
と
、老
朽
化
が

著
し
い
施
設
を
建
て
替

え
、高
機
能
化
・
効
率
化

を
図
る「
市
場
エ
リ
ア
」

の
整
備
を
先
行
し
て
進

め
ま
す
。

賑わいエリア

市場エリア
賑わい
施設【 【

マルシェ、
フードホールなど

市場機能
 強化施設【 【
物流施設、
食品加工施設など

3
豊
か
な
経
済
を
実
感
で
き
る
明
日
へ

連携協定締結式の様子
『豊臣兄弟！』主人公・豊臣秀長役の
仲野太賀さんの表敬訪問の様子
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■
立
ち
後
れ
て
い
る
道
路
整
備
を
強
力
に
推
し
進
め
る
た
め
、用

地
交
渉
着
手
後
一
定
の
期
間
を
経
過
し
た
も
の
は
土
地
収
用

制
度
を
積
極
的
に
活
用
す
る
と
と
も
に
、時
間
を
要
す
る
埋
蔵

文
化
財
調
査
は
資
機
材

の
充
実
な
ど
に
よ
り
効

率
化
を
図
り
ま
す
。

■
地
元
自
治
会
な
ど
か
ら

寄
せ
ら
れ
る
要
望
の
う

ち
、用
地
取
得
の
必
要

が
な
く
、規
模
が
小
さ

く
て
も
高
い
事
業
効
果

が
期
待
で
き
る
改
良
工

事
は
、土
木
事
務
所
長

の
裁
量
に
よ
り
ス
ピ
ー

デ
ィ
ー
に
工
事
着
手
し
、

概
ね
１
年
以
内
に
対
処

す
る「
ワ
ン
レ
ス
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」を
進
め
ま
す
。

道
路
整
備
の
加
速
化
　

■
快
適
な
道
路
空
間
の
提
供
を
目
指
し
、

集
中
的
な
維
持
修
繕
を
行
う
、「
な
ら

の
道
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を

大
型
車
交
通
量
の
多
い
路
線
に
加
え
、

令
和
7
年
度
か
ら
自
動
車
交
通
量
の

多
い
路
線
ま
で
対
象
を
拡
充
し
実
施

し
ま
す
。

　

山
間
エ
リ
ア
に
お
い
て
は
、市
町
村
と

連
携
し
な
が
ら
、通
行
に
支
障
と
な
る
樹
木
の
伐
採
な
ど
に
も

取
り
組
み
ま
す
。

　

京
奈
和
自
動
車
道
の
早
期
全
線
整
備
を
実
現
す
る
た

め
、令
和
６
年
11
月
29
日
、東
京
で
国
会
議
員
、国
土
交

通
省
、西
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
、関
係
首
長
な
ど
、

多
く
の
方
に
参
集
い
た
だ
き
、京
都
府
・
和
歌
山
県
と
と

も
に
17
年
ぶ
り
に
決
起
大
会
を
開
催
し
、機
運
を
高
め

ま
し
た
。

　

ま
た
、国
土
交
通
省
、財
務
省
に
対
し
要
望
活
動
を
実

施
し
、早
期
全
線
整
備
に
向
け
た
、工
事
の
推
進
や
予
算

確
保
な
ど
を
強
く
要
望
し
ま
し
た
。

■
令
和
７
年
度
も
引
き
続
き
、東
京
で
決
起
大
会
を
開
催

す
る
と
と
も
に
、国
土
交
通
省
、財
務
省
な
ど
に
京
奈

和
自
動
車
道
の
早
期
全
線
整
備
を
強
く
要
望
し
ま
す
。

京
奈
和
自
動
車
道
の

　
　
早
期
全
線
整
備
に
向
け
た

　
　
　
　
決
起
大
会・要
望
活
動

■
万
博
会
場
の
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
ア
リ
ー
ナ
で
、県
の
無

形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
祭
り
の

披
露
や
奈
良
酒
の
イ
ベ
ン
ト
、関
西
パ
ビ
リ
オ

ン
で
の
全
市
町
村
に
よ
る
P
R
ブ
ー
ス
な
ど

を
展
開
し
、国
内
外
に
発
信
し
ま
す
。

■
万
博
の
経
済
効
果
が
県

内
全
域
に
波
及
す
る
よ

う
に
、民
間
事
業
者
や
県

内
市
町
村
な
ど
と
連
携

し
、ク
ラ
フ
ト
フ
ェ
ア
の

展
開
や
オ
ー
プ
ン
フ
ァ
ク

ト
リ
ー
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、大
阪
と
奈
良
を
結

ぶ
デ
ジ
タ
ル
周
遊
パ
ス

「
大
阪
・
奈
良
楽
遊
パ
ス
」、

観
光
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
ー
ビ
ス

「
な
ら
い
こ
」の
利
用
促
進

な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

大
阪・関
西
万
博
を
契
機
と
し
た

　
　
　  

   

奈
良
県
の
魅
力
発
信EXPOアリーナ（Matsuri）イメージ。提供（公社）2025年日本国際博覧会協会

大阪・関西万博会期：4月13日～10月13日
ＥＸＰＯアリーナでの奈良県催事期間：5月27日～29日

県
庁
を
支
え
る
人
材
の
確
保

■
県
庁
の
働
き
方
・
職
場
環
境
の
改
革
を
進
め
る
と
と
も

に
、受
験
者
に
と
っ
て
間
口
の
広
い
職
員
採
用
試
験
と

す
る
た
め
、従
来
型
の
公
務
員
試
験
を
Ｓ
Ｐ
I
型
の
試
験

に
見
直
す
ほ
か
、動
画
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
活
用
し
、採
用

情
報
の
発
信
を
強
化
し
ま
す
。

決起大会での要望書手交

３
つ
の
芽
吹
き
を
実
ら
せ
る
た
め
に

舗装修繕の実施状況（中和幹線（桜井市））

〈仮称〉橿原JCT（大阪方面接続ランプ）【令和8年春供用】

ワンレスプロジェクトのイメージ

●擁壁設置で歩行者が安全に通行

●水路の蓋かけで歩行者が安全に通行
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